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運用報告書（全体版）
第19期

（決算日 2015年 7 月15日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ・キャッシュリッチ・ファ
ンド」は、このたび、第19期の決算を行ない
ました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 約10年 1 カ月間（2005年12月22日～2016年 1 月15日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を
含みます。以下同じ。）

運 用 方 法

①わが国の金融商品取引所上場株式の中から、
潤沢なキャッシュを利用して資産効率の改善が
望め、株価の値上がりが期待されるキャッシュ
リッチ企業を選定し、投資します。
※�キャッシュリッチ企業とは、キャッシュ（こ
れまで蓄積した金融資産）を豊富に有してい
る企業、事業から多くのキャッシュ（現金収
支）を稼ぎ出している企業とします。

②投資候補銘柄の選定にあたっては以下の指標
等に着目します。
　・「余剰金融資産/株式時価総額」
　・「EV/EBITDA」
③選定された銘柄の中から、業績動向、経営戦略
等の分析により銘柄を絞り込みます。
④ポートフォリオの構築にあたっては流動性、
株価水準、株主の状況等も勘案します。
⑤株式の組入比率は、通常の状態で信託財産の
純資産総額の80％程度以上とすることを基本と
します。
⑥株式以外の資産への投資は、原則として、信
託財産総額の50％以下とします。

株式組入制限 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則として、
配当等収益等から毎計算期末に分配を行なうこ
とをめざすとともに、繰越欠損金補てん後の売
買益等がある場合には、できるだけこれを留保
せず、分配することをめざします。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行なわない
ことがあります。



ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

 最近 5期の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

15期末（2013年 7 月16日） 7, 901 70 37. 1 1, 210. 54 33. 6 97. 5 ― 2, 335
16期末（2014年 1 月15日） 8, 750 60 11. 5 1, 294. 52 6. 9 95. 5 ― 2, 451
17期末（2014年 7 月15日） 8, 892 60 2. 3 1, 273. 68 △� 1. 6 96. 4 ― 2, 386
18期末（2015年 1 月15日） 10, 076 60 14. 0 1, 376. 60 8. 1 98. 2 ― 2, 557
19期末（2015年 7 月15日） 10, 067 2, 000 19. 8 1, 646. 41 19. 6 95. 6 ― 1, 933
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンドダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

■基準価額・騰落率
期　首：10, 076円
期　末：10, 067円（分配金2, 000円）
騰落率：19. 8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
国内株式市況は、ギリシャ支援問題の動向を受けて不安定になる局面もありましたが、国内景気の
持ち直し、日銀およびＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の動きを背景とする良好な株式
需給関係の継続、円安の進行などを受けて上昇したことにより、基準価額は値上がりしました。

《運用経過》
 基準価額等の推移について

流　用
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2015年 1 月15日 10, 076 ― 1, 376. 60 ― 98. 2 ―

1 月末 10, 287 2. 1 1, 415. 07 2. 8 96. 4 ―
2 月末 10, 779 7. 0 1, 523. 85 10. 7 96. 8 ―
3 月末 11, 138 10. 5 1, 543. 11 12. 1 95. 8 ―
4 月末 11, 310 12. 2 1, 592. 79 15. 7 96. 3 ―
5 月末 11, 876 17. 9 1, 673. 65 21. 6 96. 0 ―
6 月末 12, 106 20. 1 1, 630. 40 18. 4 93. 4 ―

（期末）2015年 7 月15日 12, 067 19. 8 1, 646. 41 19. 6 95. 6 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンドダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

 投資環境について

○国内株式市況
国内株式市況は、期首より、ＥＣＢ（欧州中央銀行）による量的金融緩和の決定や国内景気の持ち
直し、春闘でのベア高め妥結、日銀およびＧＰＩＦの動きを背景とする良好な株式需給関係の継続、
さらなる円安の進行などを受けて、大きく上昇しました。2015年 6 月以降は、ギリシャ支援の延長に
向けた協議の紆余曲折や中国株の急落などにより、株価は不安定な推移となりました。

 前期における「今後の運用方針」

国内株式市場は、米国景気の回復や日銀による金融緩和政策、それらを受けた円安などが企業業績や
株式需給に好影響を与えると見込まれ、株価の上昇トレンドは維持されると想定しており、株式組入比
率は90％程度以上の高位を維持する方針です。引続き、潤沢なキャッシュという観点に加え、足元の業
績モメンタムやバリュエーション、財務内容や株価位置に加え株主還元方針などに注目して運用してま
いります。

 ポートフォリオについて

株式組入比率は、設定や解約、分配金支払い対応時を除いては、国内景気や企業業績の回復傾向が続
くとの想定のもと、95～98％程度で推移させました。
業種構成は、化学、サービス業、小売業などの比率を引上げる一方、海運業、電気機器、機械などの
比率を引下げました。
個別銘柄では、業績の安定性などを評価してＫＤＤＩ、綜合警備保障、花王などを新規に買い付けま
した。一方で、利益確定売りなどからピジヨンや村田製作所などを全部または一部売却しました。

流　用
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

 ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
参考指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率は19. 6％となりました。一方、当ファンドの騰落率は19. 8％となり
ました。業種では、鉄鋼をアンダーウエートとしていたことなどがプラス要因となりましたが、海運業
のオーバーウエートなどはマイナス要因となりました。個別銘柄では、アルプス電気、村田製作所など
がプラスに寄与しましたが、川崎汽船、サン電子などはマイナス要因となりました。
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

  1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 1. 16～2015. 7. 15）
金　　額 比　　率

信託報酬 	91円	 0. 814％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は11, 236円です。

（投信会社） 	（43）		 （0. 386）	 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） 	（43）		 （0. 386）	 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行） 	（5）		 （0. 043）	 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 	11			 0. 099		 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） 	（11）		 （0. 099）	

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 	0			 0. 003		 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用） 	（0）		 （0. 003）	 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　計 	103			 0. 915		

（注 1）	期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し
た結果です。	 	 	

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

 分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は2, 000円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2015年 1 月16日
～2015年 7 月15日

当期分配金（税込み） （円） 2, 000	
対基準価額比率 （％） 16. 57	
当期の収益 （円） 1, 983	
当期の収益以外 （円） 16	

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 031	
（注 1）	「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）	円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）	当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 96. 01円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 887. 61　
（ｃ）収益調整金 16. 02　
（ｄ）分配準備積立金 1, 032. 09　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 031. 75　
（ｆ）分配金 2, 000. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 031. 75　
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》
国内株式市況は、日米景気の着実な回復などを背景に堅調な推移が続くと想定しており、株式組入比
率は90％程度以上の高位を維持する方針です。銘柄の選定にあたっては、潤沢なキャッシュという観点
に引続き注目してまいります。なお当ファンドは、約款の規定により2015年10月 2 日をもって繰上償還
の予定となっております。償還日の 1カ月程度前をめどに、わが国の短期金融資産を中心とした安定運
用に切替えていくことを予定しております。

流　用
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売買委託手数料 	11			 0. 099		 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） 	（11）		 （0. 099）	

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 	0			 0. 003		 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用） 	（0）		 （0. 003）	 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　計 	103			 0. 915		

（注 1）	期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し
た結果です。	 	 	

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

 分配金について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は2, 000円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2015年 1 月16日
～2015年 7 月15日

当期分配金（税込み） （円） 2, 000	
対基準価額比率 （％） 16. 57	
当期の収益 （円） 1, 983	
当期の収益以外 （円） 16	

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 031	
（注 1）	「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）	円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）	当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 96. 01円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 887. 61　
（ｃ）収益調整金 16. 02　
（ｄ）分配準備積立金 1, 032. 09　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 031. 75　
（ｆ）分配金 2, 000. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 031. 75　
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》
国内株式市況は、日米景気の着実な回復などを背景に堅調な推移が続くと想定しており、株式組入比

率は90％程度以上の高位を維持する方針です。銘柄の選定にあたっては、潤沢なキャッシュという観点
に引続き注目してまいります。なお当ファンドは、約款の規定により2015年10月 2 日をもって繰上償還
の予定となっております。償還日の 1カ月程度前をめどに、わが国の短期金融資産を中心とした安定運
用に切替えていくことを予定しております。

流　用
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2015年 1 月16日から2015年 7 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
ＫＤＤＩ 18. 8� 55, 758� 2, 965� 川崎汽船 350� 113, 570� 324�
シスメックス 8� 52, 823� 6, 602� ピジヨン 19� 95, 126� 5, 006�
トラスコ中山 14. 5� 50, 442� 3, 478� スクウェア・エニックス・ＨＤ 32. 8� 79, 870� 2, 435�
綜合警備保障 9. 2� 43, 197� 4, 695� アルプス電気 25. 3� 73, 869� 2, 919�
ヤマハ発動機 13� 41, 442� 3, 187� 村田製作所 3. 5� 63, 968� 18, 276�
レーサム 30. 5� 40, 861� 1, 339� エムスリー 22. 5� 58, 329� 2, 592�
良品計画 2. 1� 39, 569� 18, 842� シスメックス 8. 1� 55, 052� 6, 796�
花王 6. 7� 38, 670� 5, 771� サンリオ 13� 43, 008� 3, 308�
ブリヂストン 8� 36, 359� 4, 544� 全国保証 10. 1� 40, 918� 4, 051�
ＧＣＡサヴィアン 20� 29, 141� 1, 457� 日立 50� 39, 615� 792�
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2015年 1 月16日から2015年 7 月15日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 4, 430, 697千円�
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 2, 510, 154千円�
（ｃ）売買高比率�（ａ）／（ｂ） 1. 76�
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
株　　　　式

（2015年 1 月16日から2015年 7 月15日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　額 株　数 金　額

国内
千株� 千円� 千株� 千円

1, 148. 4��� 1, 643, 375� 1, 967. 6� 2, 787, 322�
（� 28. 4）�（� ―）�

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）�（　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
（1）期中の利害関係人との取引状況

（2015年 1 月16日から2015年 7 月15日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 1, 643� 406� 24. 7� 2, 787� 515� 18. 5�
コール・ローン 13, 487� ―� ―� ―� ―� ―�

（2）�期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率

（2015年 1 月16日から2015年 7 月15日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額� （Ａ） 2, 590千円�
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 610千円�

（Ｂ）／（Ａ） 23. 6％

※�利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、日の出証
券、大和証券です。
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ダイワ・キャッシュリッチ・ファンド

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

建設業（6. 9％）
安藤・間 ― 21 13, 881
長谷工コーポレーシヨン ― 17. 5 27, 002
大豊建設 60 8 4, 144
東鉄工業 10 ― ―
大東建託 1. 5 ― ―
ＮＩＰＰＯ 20 ― ―
ライト工業 30 11 10, 285
積水ハウス 20 ― ―
東京エネシス ― 12 16, 092
九電工 ― 11 22, 825
太平電業 ― 18 21, 870
明星工業 ― 20 12, 060

食料品（2. 5％）
江崎グリコ ― 2. 5 15, 825
アリアケジャパン ― 2. 7 14, 472
ケンコーマヨネーズ ― 9 15, 525

繊維製品（1. 6％）
帝国繊維 8. 5 ― ―
帝人 ― 64 30, 080

化学（9. 8％）
東ソー 30 13 8, 450
電気化学 ― 48 25, 008
アイカ工業 12 6. 5 17, 946
タキロン 70 15 8, 055
扶桑化学工業 ― 5 7, 660
花王 ― 6. 7 41, 473
コーセー ― 2. 2 24, 552
ポーラ・オルビスHD ― 1. 7 12, 342
イハラケミカル 20 ― ―
有沢製作所 ― 8 7, 072
日東電工 ― 1. 4 13, 878
ニフコ 5 2. 8 14, 336

医薬品（2. 3％）
科研製薬 ― 4 18, 740
小野薬品 3 0. 8 11, 576
参天製薬 ― 7. 5 13, 050
そーせいグループ 4 ― ―

ゴム製品（0. 5％）
ブリヂストン ― 2 9, 207

ガラス・土石製品（―）
ジオスター 22 ― ―

非鉄金属（―）
タツタ電線 20 ― ―
アーレステイ 12 ― ―

金属製品（1. 0％）
三和ホールディングス ― 18 18, 576

機械（4. 5％）
タクマ 30 ― ―
ツガミ ― 20 12, 060
オークマ ― 20 25, 660
東芝機械 50 ― ―
サトーホールディングス 7 ― ―
フロイント産業 ― 6 8, 580
ＴＯＷＡ 20 ― ―
アネスト岩田 30 ― ―
ＣＫＤ ― 10 13, 660

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

福島工業 15 ― ―
竹内製作所 5. 5 2. 9 22, 417
ＴＨＫ 10 ― ―
マキタ 4 ― ―

電気機器（19. 4％）
ブラザー工業 10 ― ―
日立 50 ― ―
沖電気 100 ― ―
サン電子 12. 5 ― ―
ソニー 25 14. 7 50, 751
ＴＤＫ 2 ― ―
アルプス電気 35 9. 7 35, 599
日本航空電子 7 ― ―
本多通信工業 ― 14. 5 18, 212
アオイ電子 3 ― ―
日本光電工業 5 ― ―
キーエンス 1 0. 7 47, 621
シスメックス 8 7. 9 58, 855
山一電機 ― 20 24, 560
カシオ ― 6 14, 856
ファナック 2 0. 6 14, 568
浜松ホトニクス 5 4 13, 700
村田製作所 7 3. 5 68, 477
日本ケミコン ― 30 10, 860

輸送用機器（9. 2％）
デンソー 6 3 17, 931
日産自動車 30 21 25, 641
トヨタ自動車 8 8 66, 184
マツダ ― 6 14, 649
スズキ 10 ― ―
富士重工業 10 10 45, 460
シマノ 1. 5 ― ―

精密機器（2. 6％）
マニー 3 ― ―
ＨＯＹＡ ― 3. 5 17, 507
シード 10 ― ―
朝日インテック 8 3. 7 29, 933

その他製品（0. 7％）
前田工繊 10 ― ―
トッパン・フォームズ ― 7. 9 13, 501
ピジヨン 10 ― ―
任天堂 1 ― ―

電気・ガス業（0. 7％）
東京電力 ― 17 12, 172

陸運業（1. 9％）
セイノーホールディングス 50 25 34, 300

海運業（0. 5％）
日本郵船 100 27 9, 207
川崎汽船 350 ― ―

空運業（2. 3％）
日本航空 10 9. 4 41, 689

倉庫・運輸関連業（0. 7％）
トランコム 6 2 13, 000

情報・通信業（9. 4％）
IT ホールディングス ― 8. 5 24, 726
電算システム 12 ― ―
モルフォ 1. 5 ― ―

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ＫＬａｂ ― 9 14, 067
アイスタイル ― 10. 3 13, 256
伊藤忠テクノソリュー 5 ― ―
日本電信電話 5 10. 8 48, 783
ＫＤＤＩ ― 11. 3 35, 176
日本プロセス ― 4 4, 328
スクウェア・エニックス・HD 40 7. 2 22, 428
コナミ 6 ― ―
ソフトバンクグループ 3 1. 6 11, 224

卸売業（3. 5％）
ペッパーフードサービス 3 ― ―
マルカキカイ 9 ― ―
三井物産 10 ― ―
伊藤忠エネクス ― 14 16, 618
サンリオ 13 ― ―
トラスコ中山 ― 11. 5 48, 587

小売業（6. 8％）
サンエー 9 2. 5 14, 375
良品計画 ― 1. 1 28, 886
ラオックス 30 25 12, 075
アークス 8 5. 4 14, 126
バロー ― 4 11, 336
ファーストリテイリング 0. 6 0. 8 44, 536

その他金融業（0. 5％）
全国保証 12 1. 9 8, 578

不動産業（1. 9％）
スターツコーポレーション ― 6 12, 330
レーサム ― 19 22, 059

サービス業（11. 0％）
ミクシィ 3 ― ―
ＧＣＡサヴィアン ― 12. 5 19, 312
綜合警備保障 ― 9. 2 48, 208
カカクコム 15 ― ―
キャリアデザインセンター ― 10. 7 16, 606
エムスリー 30 7. 5 19, 777
ディー・エヌ・エー ― 7. 8 18, 142
翻訳センター ― 2. 4 9, 624
セプテーニHLDGS 10 ― ―
クイック ― 17 18, 853
東京個別指導学院 25 ― ―
サイバーエージェント 3. 5 ― ―
ジャパンマテリアル 9 9 15, 174
キャリアリンク ― 8 15, 320
西尾レントオール 8 ― ―
乃村工藝社 ― 14 22, 512
丹青社 10 ― ―

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 1, 696. 1 905. 3 1, 848, 622

銘柄数＜比率＞ 83銘柄 86銘柄 ＜95. 6％＞
（注 1）�銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する

各業種の比率。
（注 2）�合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価

額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2015年 7 月15日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 1, 848, 622� 79. 0�
コール・ローン等、その他 490, 598� 21. 0�
投資信託財産総額 2, 339, 220� 100. 0�
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年 7 月15日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 2, 339, 220, 946円

コール・ローン等 420, 247, 031��
株式（評価額） 1, 848, 622, 250��
未収入金 68, 815, 174��
未収配当金 1, 536, 491��

（Ｂ）負債 405, 853, 540��
未払収益分配金 384, 103, 507��
未払解約金 240, 560��
未払信託報酬 21, 439, 039��
その他未払費用 70, 434��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 933, 367, 406��
元本 1, 920, 517, 538��
次期繰越損益金 12, 849, 868��

（Ｄ）受益権総口数 1, 920, 517, 538口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 067円

＊�期首における元本額は2, 538, 538, 068円、当期中における追加設定元本額は
14, 101, 510円、同解約元本額は632, 122, 040円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 067円です。

■損益の状況
当期　自2015年 1 月16日　至2015年 7 月15日現在

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 19, 481, 633円

受取配当金 19, 418, 434
受取利息 26, 392
その他収益金 36, 807

（Ｂ）有価証券売買損益 382, 987, 311
売買益 552, 535, 031
売買損 △� 169, 547, 720

（Ｃ）信託報酬等 △� 21, 509, 473
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 380, 959, 471
（Ｅ）前期繰越損益金 198, 215, 807
（Ｆ）追加信託差損益金 △� 182, 221, 903
（配当等相当額） （� 3, 077, 871）�
（売買損益相当額） （△� 185, 299, 774）�

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 396, 953, 375
（Ｈ）収益分配金 △� 384, 103, 507

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 12, 849, 868
追加信託差損益金 △� 182, 221, 903
（配当等相当額） （� 3, 077, 871）�
（売買損益相当額） （△� 185, 299, 774）�
分配準備積立金 195, 071, 771

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 18, 440, 575円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 362, 518, 896　
（ｃ）収益調整金� 3, 077, 871　
（ｄ）分配準備積立金 198, 215, 807　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 582, 253, 149　
（ｆ）分配金 384, 103, 507　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 198, 149, 642　
（ｈ）受益権総口数 1, 920, 517, 538口
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分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用があります。）を選択す
ることもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問
い合わせください。

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 2, 000円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、 7月15日現在の基準価額（ 1万口当り10, 067円）に基づいて自動的に再
投資いたしました。

《訂正のお知らせ》
　作成対象期間の末日が2015年 1 月15日の交付運用報告書および運用報告書（全体版）につきまして、「 1万口当りの費用の明細」の
表の「項目の概要」における次の記載にて下線部が不要でした。お詫び申し上げますとともに、下線部を除いてお読み替えください
ますようお願い申し上げます。
　
　　「期中の平均基準価額（月末値の平均値）は9, 537円です。」
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